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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

１．開発の背景

２．テレワークプログラムの内容

３．今後について

発表内容
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

１．開発の背景

●感染症拡大をきっかけとしたテレワークの広がり

●地域センター等からのヒアリング結果

関係機関、事業主、障害者等からテレ
ワークに関する相談を受けたことがある
と回答したセンターは、

36/50センター（約７割）

●多様な働き方への対応

●障害者がテレワークで働くことの利点
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．テレワークプログラムの内容

プログラムの内容を検討するにあたり、
テレワークに求められる基礎的な対応力を整理
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．テレワークプログラムの内容

テレワークプログラムの構成

ユニット１ テレワークに関する基礎知識の習得

ユニット２
テレワークで求められるコミュニケー
ションについての理解

ユニット３ 仮想テレワーク空間での作業体験

テレワークを想定したナビゲーションブックの作成

詳細は次のとおり



目的 方法 内容

ユニット１ テレワークの基礎知
識を習得する

【講習】テレワークについて①
～テレワークとは？～

・テレワークについて知る
・テレワークの実際を知る

【講習】テレワークについて②

～テレワーカーに求められる
こと～

・テレワークで求められるスキルを知る

ユニット２ テレワークで求めら
れるコミュニケーショ
ンについて理解しポ
イントを確認する

【講習】テレワークで使うコミュ
ニケーションツール

・テレワークで使うコミュニケーションツール（WEB会議システム、
Eメール・チャット、情報共有ツール）の特徴を知る

【講習】テレワークでのコミュニ
ケーションに必要な力

・対面のコミュニケーションとオンラインのコミュニケーションの違
いを知る
・オンラインのコミュニケーションのポイントを知る
・テレワークでの報告・連絡・相談のポイントを知る

【演習】WEB会議システム上で

「報告する」～テレワークプロ
グラム版JST～

・WEB会議システム上で作業の進捗を報告する場面を取り上げ、
画面上のロールプレイを通じて報告の際のポイントを確認する

【演習】WEB会議システム上で

「プレゼンする」～画面共有し
ながら説明する～

・WEB会議システム上で、資料を画面共有しながら説明する場
面を取り上げ、WEB会議システム上でプレゼンテーションを実施
する際のポイントを確認する

ユニット３ 仮想テレワーク空間
において作業を体験
しユニット１、２で学
んだことを実践する

【作業】

・ユニット１、２で確認したこと
の実践の場として仮想テレ
ワーク空間で作業を行う

・仮想テレワーク空間において作業を行い、自分の体調や状況
について自ら発信したり、報告・連絡・相談が自分から行えるか
や、オン・オフの切り替えができるか等を確認する。

・苦手なことは、どう補うかや周囲に配慮してもらう事項を検討
する。

ナビゲーションブック
を作成する

・ユニット１～３での実践を通じて気づいた自らの特徴（得意なこ
と、苦手なこと、苦手なことへの対処方法）を、ナビゲーションブッ
クにまとめる
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．テレワークプログラムの内容

講習①

ユニット１ テレワークの基礎知識

テレワークの基礎データ、定義な
どの確認

引用：国土交通省「令和４年度テレワーク人口実態調査」
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．テレワークプログラムの内容

ユニット１ テレワークの基礎知識

講習②

テレワーカーに求められること、テレワーク
に必要な力の確認

自信がある

できている

自信がない

できていない

経験がない

分からない

1
仕事をするのに相応しい環境（デスク、イス、温度、湿度など）を設定

する。【作業環境】

2
認証情報（パスワード、ＩＣカードなど）を適切に管理する。

【情報管理】

3
状況に応じて適切なコミュニケーションツールや方法を選択して、発信

する。【自己発信力】

4
情報の要点を絞って、正確かつ簡潔に情報を伝える。

【自己発信力】

5
自分の状況や困っていることについて、自ら発信したり、確認する。

【自己発信力】

6

仕事と生活、仕事と休憩時間の区切りをつける（例：仕事前のルーティ

ンを作る、仕事の時間や空間を限定する、仕事着を着用など）

【作業の自己管理力】【体調の自己管理力】

ワークシート

テレワークの講習②～テレワーカーに求められること～

テレワークで求められること

質問１

「テレワークで求められること」のうち、下記の項目について「自信がある・できている」、「自信がない・で

きていない」、「経験がない・分からない」のいずれかにチェック（✔）をつけてください。

名前（ ）

「テレワー
カーに求め
られること」
についての
自己チェック
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．テレワークプログラムの内容

講習①

ユニット２ テレワークでのコミュニケーションのポイント

講習②

・テレワークで使用するｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙについて
・ワークを交えてメールやチャットのマナーの確認

・Web会議などオンラインのコミュニケーションの
ポイント

・テレワークでの報連相のポイント
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．テレワークプログラムの内容

演習①

ユニット２ テレワークでのコミュニケーションのポイント

・JSTの実施方法に基づくロールプレイ
・Web会議でのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのポイントを確認

演習②

・Web会議で画面共有しながらﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．テレワークプログラムの内容

ユニット３ 仮想テレワーク空間での作業

●作業の一例

内容

テレワーク事例のレポート作成 テレワーク事例をインターネットから検索また
は指示者が指定し、感想等をまとめる

社内報の作成 社内報の作成

受講者の関心が高い（または関心が低い）
テーマなどを指定

MWS（OAWorkなど） 数値入力、文書入力などの課題を実施

ナビゲーションブックの作成 自分の特性や対処方法を整理したナビゲー
ションブックの作成

・指示者（支援者）はメール等で受講者に指示
・受講者からの報告や質問はメールなどで行う（必要に応じてWeb会議や電話）
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．テレワークプログラムの内容

ユニット３ 仮想テレワーク空間での作業

 「テレワークに求められる基礎的な対応力」（スライド４）のうち「作業
環境の整備」「情報管理能力」「★自己発信力」「★作業の自己管理
力」「★体調の自己管理力」がどれだけできていたかをアセスメントし、
受講者と振り返る。（★部分を重点的に）

 苦手なことは、どう補うかや周囲に配慮してもらう事項を検討する
（例：適時に自分から報告することが苦手→○時に必ず報告すると決
める）

作業管理
自己発信

自己発信

・どういうツールで、いつ連絡するか適切なツール（メール、電話、WEB会議システ
ム）とタイミングを判断できたか

・質問や報告に対して返答があった
場合、相手に対して反応を返す

・読んだこと、理解したことなど自分の状況を必要に応じて相手に伝えることができ
たか

・質問や報告の内容を正確かつ簡潔
に伝える

報
告
・
相
談

自己発信

自己発信

・予定どおり進まなかった場合に相談
する

・予定どおりに作業が終わらなかった場合、状況を伝え相談することができたか 自己発信

・自分で調べられることとそうでないことを判断し、質問しなければ分からないこと
は、自分から質問できたか

自己発信

・レポート作成など完成形が明確でない作業で独力で完成形の明確化が難しい場
合、指示者に確認することができたか

・分からないことがあった場合に対応
する

・相談・質問する際に適切なツールと
タイミングで行う

＋：できていた、－：できなかった、±：できたりできなかったりした、レ：場面がなかった

～ふりかえりシート抜粋～
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．テレワークプログラムの内容

テレワークを想定したナビゲー
ションブックの作成
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

３．今後について

・令和６年３月末に支援マニュアルとして発行
予定

・支援マニュアルには、
①テレワークプログラムの内容
②進め方、留意点
③事例

などを掲載する予定


